
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等） （今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

国語

○「登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉える」の設問で
は、兵庫県及び全国の平均正答率より上回り、読みとる力の高まりが伺え
た。
○「文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付け
る」の設問では、兵庫県及び全国より上回っていた。
◆「読むこと」では、兵庫県及び全国の平均正答率より、やや下回った。
◆「言語の特徴や使い方に関する事項」及び「話すこと・聞くこと」では、兵庫
県及び全国の平均正答率より、下回った。
◆漢字や文章を書く各設問に対して、無回答率が高い。

・情報の扱い方に関する事項では、特に「原因と結果など情報と情報との関係について理解する」
　の設問では、全国平均を8ポイント上回り良好であり、情報整理の力が高まっていることが伺える。
　要因として、iPadを使用した授業を行うことで、沢山の情報（資料・図・グラフ）から収集した経験を
　通して情報理の力が身に付いてきたと考えられる。
・昨年度より漢字の正答率が上がった。要因として言語活動を位置づけた授業を進めることで、語彙
　力が増えたり言葉の意味の違いに気づいたりできるようになったと考えられる。
・「書くこと」では、昨年度は全国比－3ポイントだったのが、今年は、正答率が28.6（全国平均26.7％）
　で、全国平均を1.9ポイント上回り、「書くこと」の力の伸びが昨年より見られた。

・「読むこと」領域の「文章に読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること」そして、
　「話すこと・聞くこと」領域の「目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、
　自分の考えをまとめること」に課題が見られる。そこで下記の具体的な３点をもとに、書く活動を充実
　させていく。
　　　・相手意識、場面や状況意識を明確に持って書く活動
　　　・自分なりの考えを持ち整理して、伝えたいことを論理的に書く活動
　　　・体験したこと、経験したことを書く活動

算数
数学

○「数と計算」の領域では正答率が全国平均・県平均を２０ポイント近く上
回っていることから問題解決の方法を思考・判断・表現する力が身について
いる。
○「変化と関係」の領域の「百分率で表された割合を分数で表すことができ
る」「百分率で表された割合と基準量から、比較量を求めることができる」で
の正答率が高いことから知識・技能が身についている。
◆「図計」においては、県、全国平均をやや下回った。

・「図形」領域の「高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、そ
　の理由を言葉に数を用いて記述できること」を問う設問では、正答率が28.6％（全国20.8％）で7.8
　ポイント上回っていることから、面積の定義から面積の大小を理論的に判断できる力がついてい
　る。要因として公式を用いて面積を立式するだけでなく、面積や体積を求めるために必要な辺の
　長さを図に書いたり、互いに説明したりして面積を求める活動を行ったことが成果として出てきてい
　る。
・「数と計算」領域の「加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配法則を用いたりして計算でき
　る」を問う設問のみ、正答率が85.7％（全国72.4％）13.3ポイント上回っていることから、たし算とか
　け算の混合算の技能は身についている。

・除法の計算の仕方についての理解に課題が見られる。また、伴って変わる二つの数量が比例の
　関係でないことを説明する問題では、式や言葉を用いて自分なりの考えを論理的に示す力が身
　に課題がある。また、百分率で表された割合についても、割合の基本的な知識に課題が見られる。
　そこで、除法の計算の仕方や商の意味について、図や式、言葉などを使って説明する活動を丁寧
　に行う。また、伴っては変わる二つの数量の関係を考える時、表や言葉を使ってペア、グループ、
　全体で話し合い、文章問題だけにとどまらず、日常の事柄などにも目を向け既習事項を生活に役立て
　られる授業作りに取り組む。ひょうごがんばりタイムでの補充学習を充実させ、基礎力の定着を進める。

ＩＣＴ機器を
効果的に
活用した
取組状況

○学校で端末を活用する経験から、ＩＣＴに対して「学ぶときに便利なアイテ
ム」と感じている児童は増えている。
◆「個別最適な学び」「協働的な学び」のためのツールとしてのＩＣＴ活用の実
践を増やしていく。

○質問紙で「学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、
PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか」、
「学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、PC・タブレッ
トなどのＩＣＴ機器をどの程度使っていますか」で回答する割合
が昨年度を上回る。

・課題解決に向け、自己の考えをまとめる（一人学び）時間を授業
　に位置付ける。
・グラフ等のデータの特徴を捉える活動にタブレット端末を活用し、
　情報の特徴を捉える学習の充実を図る。
・ミライシードを活用し、児童生徒の学習の定着状況等に応じた
　個別最適化された学習の充実を図る。

・授業におけるタブレット端末の活用をめざし、実践例をもとにした職員研修を実施した。
　その結果、授業で活用する学年も増え、情報の扱い方に関する事項「原因と結果など
　情報と情報との関係について理解する」の設問では、全国平均を8ポイント上回り良好
　であり、情報整理の力が高まっていることが伺える。中学校区の合同分析でも、ICT機
　器を使った学習に関心も高まり、情報整理の力は高まってきているとの分析となった。
・今後は、児童のタブレットを用いた授業づくりを進め、ICTを活用した協働学習を実施して
　いく。

B

○学校アンケートにおいて、保護者の95％以上、児童の85％以上が「学習
内容の基礎基本の定着が図られている」と肯定的な回答が見られた。
◆補充学習が必要な児童への指導時間の確保が必要。（経年） ○テスト返却後の補充学習に丁寧に取り組ませる

など、学習内容の定着に重点をおいた取組を推進
する。
○ミライシードを活用し、基礎基本の定着を図る。

○補充学習を行うことにより、返却されたテストに関する単元
内容を理解する。

・担任、兵庫型学習システム推進教員、児童支援教員が児童の
　課題を共有して指導する。
・ひょうごがんばり学びタイムで、児童の習熟に応じた効果的・
　自主的な補充学習を行う。
・漢字・計算等の基礎基本のさらなる定着をめざし、家庭学習と
　つなげた指導を行う。

・児童・保護者を対象に実施した学校アンケートでは、「子どもは、学校の学習内容を理
　解している」の項目では 9 割以上が肯定的な回答であった。
・ひょうごがんばりタイムでは、児童の習熟に応じた効果的・自主的な補充学習を実施
　し、基礎基本の定着をめざして取り組むことができた。
・今後も家庭と連携した学習の充実に取り組んでいく。

A

○「高平スタンダード」（めあてとふり返り、板書、ノートの取り方、発言の仕
方、聞き方等のルール）が定着してきている。
◆自分の考えを持ち、積極的に表現することができない児童もいる。（経年）

○「高平スタンダード」（めあてとふり返り、板書、
ノートの取り方、発言の仕方、聞き方等のルール）
の定着による主体的・対話的で深い学びに導く授
業の工夫を図る。

○1時間の学習内容をノートにまとめることで、理解を深める。
○友だちの考えと自分の考えを比較し、表現する。

・「高平スタンダード」に基づき、自分の意見を積極的に表現できる
　授業を行う。
・板書やノートに学習のめあてと振り返りを書く取り組みを通して、
　学習内容の定着をはかる。

・板書やノートに学習のめあてとふりかえりを書く授業が定着してきた。
・授業の中で、ペアトークやグループトーク等、発言する場を数多く設定したことで、多く
　の児童が自分の考えや意見を表現できるようになってことがうかがえた。

B

〇学校に対する安心感・信頼感が高く、お互いを認め人権教育を核とした教
育課程の推進の成果が見られる。
〇学習意欲についてはおおむね良好と判断できるが、睡眠など生活習慣に
課題がある。
◆新聞を読むこと、1日の学習時間に対する質問に対して否定的な回答が
多い。
◆社会に出た時、国語科の学びが有用であることは感じているが、あまり好
きではないという回答が見られる。
◆課題解決に向けて、自分で考えて取り組もうとする児童の割合が低い。

◆挨拶の取組に対する児童の意識と保護者・地域の評価が異なり、児童か
ら進んで挨拶することに課題がある。

○これまで地域と連携して実践してきた活動や実践を整理し、カリキュラムマ
ネジメントマップにまとめる。
◆「心豊かに、学ぶ楽しさを感じることのできる学校地域をめざして」のテー
マで、コミュニティ・スクールの研究を進めていく。

◆学習指導要領の着実な実施に向け、人権教育、情報教育、コミュニティ・
スクールに係る教育課程の編成等、さらなる新学習指導要領の着実な実施
に向けた研修を行う。

◆学校・学級だより、HP等の積極的な情報発信を行うとともに、PTAや地域
人材と連携した取組を進める。 ○通信やHPを活用した積極的な情報発信を行う。

○地域と連携した、児童を見守る環境整備を進め
る。

○月一回以上の学校・学年通信を発信し、HPの更新と内容
の充実を図る。
○地域コーディネーターを核とした地域人材の活用を進め、教
育活動のねらいの共有を図る。

・通信を通して学級の様子、学習の準備物や行事の案内を積極的
　に行っていく。
・HPでは写真を活用し学校生活をわかりやすく伝えていく。
・地域コーディネーターを窓口に、連携を密にし、活動に対する考え
　を共有していく。

・平素からPTAとの情報交換を行い、年間を通したさまざまな活動において、協働体制
　を築くことができた。
・地域コーディネーターを窓口にして、さまざまな教育活動に対する地域ボランティアの
　支援があった。

B

◆９年間のカリキュラムを意識し、出前授業などの取組や同じ中学校区の小
中学校が集まり作成した「みんなで育てよう」を活用して、さらに連携を深め
る。 〇これまで実施してきた児童理解を深める各連絡

協議会をもとに、中学校進学に戸惑いのない小・中
連携の充実を図る。

〇中学校の出前授業や学校生活の案内など行い、中学校生
活へスムーズに移行する。

・児童から事前に中学校への不安や質問などを募り、それをもと
　にして中学校と連携を図っていく。
・中学校の連携によってできた学習の手引きを活用するとともに、
　各学年の家庭学習の時間を示し、復習から自主的な学習へつ
　ながる家庭での学習習慣の確立をめざす。

・小中合同研修会を開催し、上野台中学校区の小・中学校で連携を深めることができた。
・上野台中学校の学校だより配布や出前授業を通して、中学校の学校生活等の紹介や
　解説を行い、6年生の不安解消の取り組みを行った。
・来年度も上野台中学校区統一の「みんなで育てよう」を活用し、より系統的な実践を
　行いたい。

A

A

B

B

・今年度、コミュニティ・スクール先行指定校として研究会を開催し、２年間の研究を通し
　て高平を学びの場とする単元構想を蓄積することができた。
・高平小学校のコミュニティ・スクールについて、教職員並びに地域・家庭に浸透させて
　いくことに課題が残った。今後も地域とつながり、どのように授業を構築していくのか、
　カリキュラムマネジメントマップの改訂を通して計画的に進め、教職員の共通理解をい
　く。
・「人権研修会」「GIGAスクールに係るICT研修会」「いじめに係る生徒指導研修会」「特別
　支援教育研修会」等を実施した。来年度も学習指導要領の着実な実施に向けた研修会
　及び児童の実態に即した研修会を実施していく。

・保護者を対象に実施した学校アンケートでは,『子どもは、家庭や地域の中で進んで挨拶を
している』の項目では保護者の評価は上がっている。子どもたちが自分から挨拶をする場面
が増えたことが窺える。
・学級指導だけでなく、保健委員会の活動を通して、生活リズムを整えることの大切さを学
ぶことができた。
・今後も学校便りや学級通信、保健だよりなどを通じて、家庭での過ごし方について、各家
庭の理解と協力を求めていく。

「人とつながりよりよい自己をめざす」児童の育成
～　「やさしさ」　「『ふるさと』高平」～

管理職と学校教育改革推進委員会

○全国学力・学習状況調査における平均正答率が全国平均
を上回る。
〇授業における学びの姿勢や態度を表す項目が向上する。

・教科書の文章を根拠にした発言を促し、内容の理解を進める。
・自分の考えを積極的に表現するために必要なスキルの習得を
　進める。
・問題文の意味を的確にとらえるための具体物や半具体物を用
　いて授業を行う。
・問題解決型の学習の取り組み、ペア学習、グループ学習を位置
　づける。
・特別活動の充実を図り、目的や意図に応じて話す機会を設定し
　て、意欲的な学びの姿勢を高めていく。
・同室複数指導、少人数授業の充実を図る。

〇家庭学習の具体的な手立てを提案し、前年度より数値が向
上する。
〇生活リズムを整え、計画的な学習習慣を定着させる。

全国学力・学習状況
調査の質問紙の状況

小・中における教科連
携等の状況

授業等からうかがえる
状況（各教科）

定期テスト、単元テス
トなどによる状況（各
教科）

全国学力・
学習状況
調査結果
の状況

（国語、算
数・数学に
関する質問
紙調査の結
果も含む）

○主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改
善
（児童が見通しをもって学習に取り組み、児童が自
分の考えを持って他者との対話し思考を広げ、児
童が問題を解決する授業を目指す）

国語
・目的を明確にして情報を関係付けながら内容を把
握し、自分の考えを工夫した書き方でまとめる活動
を更に充実させていく。

算数
・図形と式を関連付けて式の意味を理解するため
に、日々の学習の中で言葉や、式、図、表、グラフ
などを用いて筋道を立て他者に分かりやすく説明し
たり、論理的に考えたりして自ら納得したりできるよ
うにする。

ＩＣＴ機器活用
・子どもたちの主体を引き出すため「自らの学びを
振り返り、次に生かす力を育む授業」「友だちとの
対話を通し学びを深める授業｣など、の授業改善を
図る。

〇｢ひとり学びへの手引き｣等を活用し、家庭におけ
る自学の習慣を身に付ける。
○生活指導集会や月ごとの生活目標を設定し、生
活習慣の確立・向上を進める。

○コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一
体的推進について、職員研修を実施する。
○学校地域運営協議会と連携して、学校を核とした
地域連携プログラムを構築する。

学力向上に向けての重点的な目標
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学校評価などのアン
ケート調査による児
童・生徒の状況

・学年通信等を通して、家庭学習の啓発を図る。
・保健指導・保健室通信・学校だより・HP・学級指導等を通して、
　生活習慣や健康に関する情報を発信し、各家庭の理解と協力
　を求めていく。

○教師一人ひとりが研究テーマを理解し、日々の授業実践を
積み重ねていく。
○学校地域運営協議会と課題を共有し、地域と連携したカリ
キュラムマネジメントマップを構築していく。
○地域の学習拠点（寺子屋）と連携した取組を実施する。

・研究授業を行い、地域と連携したカリキュラムマップを確立させる。
・他学年の授業を見学し、授業改善の視点を共有する。
・児童の実態を調査し、より本校児童の課題にあった研修を実施
　する。

高平小学校長　新谷　巧一　　　　　　
令和５年度　学力向上指導改善プラン

学力に関する前年度の状況・経年の課題等

学
力
の
状
況

学校教育目標

推進主体

４月


